
 

こばやし・せいぞう 
 

海軍大将、勲一等瑞宝章 

 

経 歴 

生：明治１０年（１８７７年）１０月１日、広島市台屋町３番地（現南区京橋町）生まれ 

没：昭和３７年（１９６２年）７月４日、東京世田谷区の自宅において逝去、享年８４歳、東京都府中市多磨

墓地に葬る 

－ － 旧広島藩士族小林時之助の養子となる 

明治２３年（１８９０年） １２歳 御調郡尾道高等小学校修了 

明治２３年（１８９０年）９月１日 １２歳 尋常中学福山誠之館へ入学 

明治２６年（１８９３年）３月２９日 １５歳 尋常中学福山誠之館を退学 

－ － 海軍予備校「海城中学校」に入学 

明治２９年（１８９６年）２月５日 １８歳 海軍兵学校に第２６期生として入学 

明治３１年（１８９８年）１２月１３日 ２１歳 海軍少尉候補生 

海軍兵学校を優等で卒業 

砲艦「比叡（初代）」乗組 

明治３１年（１８９８年）１２月１４日～ 

 明治３２年（１８９９年）８月２８日 

２１歳 練習艦隊遠洋航海＜エキスモルト（カナダ・ブリティッシュコ

ロンビア州）－シアトル－タコマ－メア・アイランド－サンフラ

ンシスコーサンチャゴ－ハワイ＞ 

明治３２年（１８９９年）９月２日 ２１歳 戦艦「富士」乗組 

明治３３年（１９００年）１月１２日 ２２歳 海軍少尉 

明治３３年（１９００年）８月１日 ２２歳 戦艦「初瀬」回航委員 

明治３４年（１９０１年）２月２２日 ２３歳 イギリス発 

明治３４年（１９０１年）４月１５日 ２３歳 帰朝 

明治３４年（１９０１年）５月４日～ 

               ８月６日 

２３歳 
横須賀鎮守府附軍法会議判事 

明治３４年（１９０１年）８月３０日 ２３歳 砲艦「金剛」乗組 

明治３４年（１９０１年）９月５日～ 

               １０月８日 

２３～ 

２４歳 
呉鎮守府附軍法会議判事 

明治３４年（１９０１年）１０月１日 ２４歳 海軍中尉 



明治３５年（１９０２年）５月２０日 ２４歳 艦隊附軍法会議判事 

明治３５年（１９０２年）９月１０日 ２４歳 横須賀水雷団水雷敷設隊分隊長心得 

明治３５年（１９０２年）９月１６日～ 

 明治３５年（１９０２年）１２月１１日 

２４～ 

２５歳 
横須賀鎮守府附軍法会議判事 

明治３５年（１９０２年）１２月６日 ２５歳 ２等巡洋艦「浪速」砲術長心得兼分隊長心得 

明治３６年（１９０３年）９月２６日 ２６歳 海軍大尉 

２等巡洋艦「浪速」砲術長兼分隊長 

明治３８年（１９０５年）１月２７日 ２８歳 第３艦隊司令部参謀 

明治３８年（１９０５年）６月１４日 ２８歳 第４艦隊司令部参謀 

明治３８年（１９０５年）１２月２０日 ２９歳 南清艦隊司令部参謀 

明治３９年（１９０６年）１月２５日 ２９歳 ２等巡洋艦「厳島」砲術長 

明治３９年（１９０６年）８月３０日 ２９歳 佐世保鎮守府司令部参謀兼司令長官副官 

明治４０年（１９０７年）４月５日 ３０歳 海軍大学校甲種第５期入校 

明治４１年（１９０８年）９月２５日 ３１歳 海軍少佐 

明治４２年（１９０９年）５月２５日 ３２歳 海軍大学校甲種首席卒業 

明治４２年（１９０９年）５月２７日 ３２歳 戦艦「石見」砲術長 

明治４２年（１９０９年）１２月１日 ３３歳 海軍省軍務局無線電信調査委員 

明治４２年（１９０９年）１２月１３日 ３３歳 兼教育本部課員 

明治４３年（１９１０年）３月１日 ３３歳 海軍省先任副官兼海軍大臣秘書官兼軍事参事官副官 

明治４４年（１９１１年）７月１５日 ３４歳 在イギリス日本大使館附海軍駐在武官補佐官 

大正２年（１９１３年）１月２７日 ３６歳 在アメリカ日本大使館附海軍駐在武官補佐官 

大正２年（１９１３年）９月６日 ３６歳 帰朝 

大正２年（１９１３年）１２月１日 ３７歳 海軍中佐 

装甲巡洋艦「磐手」副長 

大正３年（１９１４年）１１月８日 ３８歳 海軍省教育本部 

大正３年（１９１４年）１１月１１日 ３８歳 海軍大学校教官 

大正４年（１９１５年）９月８日 ３８歳 海軍省艦政本部 

大正４年（１９１５年）１０月１日 ３９歳 海軍省技術本部副官兼臨時建築部員 

大正５年（１９１６年）１２月１日 ４０歳 ２等巡洋艦「平戸」艦長心得 

大正６年（１９１７年）４月１日 ４０歳 海軍大佐 

２等巡洋艦「平戸」艦長 

大正６年（１９１７年）１２月１日 ４１歳 海軍省先任副官 

大正９年（１９２０年）４月１日 ４３歳 在イギリス日本大使館附海軍駐在武官兼造船兵監督長 

大正１１年（１９２２年）６月１日 ４５歳 海軍少将 



大正１１年（１９２２年）６月１０日 ４５歳 帰朝 

大正１１年（１９２２年）１２月１日 ４６歳 第３戦隊司令官 

大正１２年（１９２３年）１２月１日 ４７歳 海軍省軍務局長兼将官会議議員 

大正１３年（１９２４年）２月１日 ４７歳 兼臨時航空会議議長 

大正１５年（１９２６年）１２月１日 ５０歳 海軍中将 

昭和２年（１９２７年）３月２５日 ５０歳 海軍省 

昭和２年（１９２７年）４月１５日 ５０歳 ジュネーブ海軍軍縮会議全権随員 

昭和２年（１９２７年）９月２８日 ５０歳 帰朝 

昭和３年（１９２８年）１月１５日 ５１歳 練習艦隊司令官 

昭和３年（１９２８年）４月２３日～ 

 昭和３年（１９２８年）１０月３日 

５１～ 

５２歳 

練習艦隊遠洋航海（上海－基隆（台湾）－馬公（台湾）－

マニラ－シンガポール－バタビア（＝ジャカルタ）－フリー

マントル（西オーストラリア）－アデレード－メルボルン－ホ

バート（タスマニア）－シドニー－ウェリントン－オークランド

－スバ（フィジー）－ホノルル－ヤルート（マーシャル諸島）

－チラック（＝トラック）－パラオ） 

昭和４年（１９２９年）２月１日 ５２歳 海軍省艦政本部長兼将官会議議員 

昭和５年（１９３０年）６月１０日 ５３歳 海軍次官 

昭和６年（１９３１年）１２月１日 ５４歳 連合艦隊指令長官兼第１艦隊司令長官 

昭和７年（１９３２年）３月１４日 ５４歳 勲一等瑞宝章 

昭和８年（１９３３年）３月１日 ５５歳 海軍大将 

昭和８年（１９３３年）１１月１５日 ５６歳 軍事参議官 

昭和１１年（１９３６年）３月２８日 ５８歳 待命 

昭和１１年（１９３６年）３月３０日 ５８歳 予備役 

昭和１１年（１９３６年）９月２日～ 

 昭和１５年（１９４０年）１１月２７日 

５８～ 

６３歳 
台湾総督（第１７代） 

昭和１７年（１９４２年）２月２１日 ６４歳 大東亜建設審議会委員 

－ － 翼賛会中央協力会議議長 

昭和１９年（１９４４年）８月 ６６歳 翼賛会総裁 

昭和１９年（１９４４年）８月２８日～ 

 昭和２１年（１９４５年）２月２２日 

６６～ 

６８歳 
勅撰貴族院議員 

昭和１９年（１９４４年）１２月１９日～ 

 昭和２０年（１９４５年）３月１日 
６７歳 小磯内閣の国務大臣（無任所） 

昭和２０年（１９４５年）１２月２日 ６８歳 戦争犯罪容疑で身柄拘束 

昭和２０年（１９４５年）１２月１２日 ６８歳 身柄釈放 
 

 



生い立ちと学業、業績 

小林氏は、明治１０年（１８７７年）１０月１日、広島市台屋町３番邸（現南区京橋町）で、早川亀

太郎の三男として生まれ、のち、母方の旧広島藩士族小林時之助の養子となった。 

広島市出身の加藤友三郎元帥・内閣総理大臣の甥。 

弟は早川幹夫中将、義弟（妹の夫）は新見政一中将。 

「躋造」をもじって「臍造（へそぞう）」と愛称された。 

 

養父は広島県庁土木技師であり、当時尾道町久保２７３番邸に住んでいたため、躋造は御調

郡尾道高等小学校修了後、明治２３年（１８９０）年９月１日、尋常中学福山誠之館へ入学し

た。 

 

若井遜・川又茁、二教師の解任を阻止するため、各学年生徒が集団で退館願を提出すると

いう事件がおこったのは、彼が３年生在学中のことである。 

この騒動は、生徒の願書を却下して一応納まったが、小林はこれを機に退学している。 

退学を命ぜられたのか、退館願を出した自分の言動に責任をとってみずから退いたのかは不

明であるが、恐らく後者であったと思われる。 

学籍簿には「明治廿六年（１８９３年）三月廿九日 家事都合」と記載されている。 

上京して海軍予備校「海城中学校」に入り、明治２９年（１８９６年）２月５日、海軍兵学校に第２

６期生として入学した。 

明治３１年（１８９８年）１２月、優等で卒業。 

 

明治３３年（１９００）年１月、海軍少尉に任官した。 

以後、海上勤務、日露戦争従軍、駐英駐米武官、第一次大戦従軍、海軍次官を経て、昭和６

年（１９３１年）１２月１日海軍軍人の最高位・連合艦隊司令長官に任命され、在任中海軍大将

に昇進した＜昭和８年（１９３３年）３月＞。 

この間、ジュネーブ海軍軍縮会議の全権随員として派遣され、会議は決裂したが、その政治

的手腕は高く評価された。 

また昭和４・５年（１９２９・３０年）のロンドン海軍軍縮会議では、軍政系統の条約派として、条約

の締結に努力している。 

その後、二・二六事件後の昭和１１年（１９３６年）３月３０日、予備役に編入されたが、同昭和１

１年（１９３６年）９月には、第１７代台湾総督に任ぜられ、昭和１５年（１９４０年）１１月まで、４年

間その職にあった。 

 

氏は、艦隊派に対して、「支那事変の収拾、日米戦の回避」という考えをもつ、いわゆる条約

派の軍人であり、太平洋戦争突入後は、早期終戦の意見をもちつづけ、その関係から近衛文

麿総理の知己を得、昭和１８年（１９４３年）から昭和１９年（１９４４年）頃には、東条首相退陣後

の総理候補に擬せられていたが、諸種の事情から実現しなかった。 

 

一方昭和１５年（１９４０年）、近衛首相によって創り出された大政翼賛会は、次第に国策協力・

国民統制の度合いを強めていたが、昭和１８年（１９４３年）６月、前警視総監丸山鶴吉＜明治

３５年（１９０２年）３月卒業＞を事務総長に迎えた。 

丸山は、かねてから親交のあった小林を説得して、翼賛会中央協力会議議長就任を受諾さ



せた。 

この２人は、いずれも翼賛会の性格には疑問をいだいていたということであるが、太平洋戦争

の終末期において、本校出身の先輩後輩の２人が、手を携えて難局の収拾にあたったという

事実は、後人をして深い因縁を感じさせるものがある。 

 

つづいて氏は、昭和１９年（１９４４年）８月、翼賛会総裁、同昭和１９年（１９４４年）１２月、小磯

内閣の無任所大臣となって入閣したが、昭和２０年（１９４５年）３月、４カ月で辞任した。 

昭和３７年（１９６２年）７月４日、東京世田谷区の自宅において逝去。享年８４歳であった。   
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